
CDのジャッケトデザイン再考？ 

前回は、自分に似合わず哲学

的？な話を書いてしまったので、

今回は、見てくれのカッコよさと

いう少し下世話話を・・・・。 

 

前回紹介した鈴木大介氏の CD

のジャケットデザインと、前々回

の大萩康司のデザイン、レターを

作成するときにスキャンしながら

思った。「鈴木大介の CD ジャケッ

トデザインは、よくわからんなあ」

しかし、６月１日のコンサートを

見て（聴いてではなく）、思った。 

イケメン系と非イケメン系の違

いかもと。ちなみに、イケメンの

大萩氏のジャケットは、みんな本

人のギターを弾いてる・抱えてい

る写真を使っている（裏面参考）。 

一方の鈴木氏は、なんだかわか

らん写真である。恐らく（また、

勝手な想像だが）、鈴木氏は、ジャ

ケットに自分の写真を使うのをか

たくなに拒否しているのではない

かと。年頃の女の子には、写真に

進んで撮られる子と、逃げ回る子

がいるのだが、鈴木氏は逃げ回る

この方なんだと（男の子ですが）。 

先日のコンサートの喋りで鈴木

氏が言っていた。武満徹が音楽担

当している映画で、ギターが弾け

る初年兵の兵隊の役をする人が必

要なので鈴木氏に依頼が来たと。

丸刈り坊主のイメージがぴったり

だったのだろうと。確かに、丸顔

でとっちゃん坊ちゃん的なイメー

ジである。まあ、私からみると、

共演した松下隆二より、数段いい

男の顔に見えたが（ちなみに、松

下さんは、言っちゃあ悪いが、イ

ケメン系だがチンピラぽい・・。

すんません！！）。まあ、谷川俊太

郎の仙人的な高貴な迫力には、誰

も勝てないだろうが。 

 

なんて、下らんことをぐたぐた

書いてきたが、実は、これは私の

悩みでもある。自分がギターを奏

でている姿が、まったく満足でき

ないのだ。まあ、この年になると、

イケメン等は、どうでもいいのだ

が（本当に！心から！）、でもカッ

コよくありたいとは思う。頭が薄

くなっても、イエペスはかっこい

いし、ジュリアンブリームもかっ

こいい。セゴビアも薄い！ゴンザ

レスはもっと薄い！最近のジョン

ウイリアムスも結構薄い！なんだ、

みんな薄いのか！と、安心してい

る場合ではないのだが、プロの皆

さんは本当にかっこいい。 

まあ、理由のひとつはわかって

いる。以前勤めていた会社のビア

パーティで、毎年、生演奏という

ことでギターを弾いていたのだが、

ある時、「矢ヶ部さんのギターは、

なかなかいいのだが、下向いてい

るので、頭のてっぺんばかりが目

立っていた」と。それ以来、少し

体をそり気味にしている（その後、

ギターを弾く姿勢としては、ギタ

ーを抱え前かがみにするぐらいが

いいと教えてもらったので、体を

反らせることはやめたが）。それで

も、自分の弾いている姿をビデオ

で時々撮ってみるが、やっぱりか

っこよくない。姿勢の問題もある

が、顔つきが、楽しい顔をしてい

ない。しかめっ面で、ときどき、

ふんふんと崩れる。んんん、なん

とかならんのかなあ。この年にな

れば、顔は年輪みたいなものだと

いうから自分の責任。親の責任は

既に消滅しているからなあ・・。 

このままであれば、もし万一、

自分の CD を出すような時が来て

も、鈴木大介派のわけのわからん

デザインになるだろう（するだろ

う）。試しに、13 号までのジャケッ

トを確認したら、ほとんどが自分

の写真を使っていた。確かにみな

さんかっこいい。例外は、ペロア

氏と、鎌田氏の 2 例のみ。これま

た失礼な話だが、１号の渡辺範彦

氏の CD あるいはレコードジャケ

ットは、本人姿であるが、恐らく

は、亡くなった後に作ったデザイ

ンか（2004 年没、享年 56 歳）、生

存中であってもメモリアル的な意

味で作ったレコード・CD で、本人

の趣味ではなかったのではないか

と想像する（はい、勝手な想像で

す。渡辺さんすみません）。まあ、

12 号のブラーボのジャケット写真

も、実物とは結構かけ離れている

が（かっこよすぎだろうこれは）。 

 

今回のおすすめは、ピカード艦

長のような風貌でかっこよくギタ

ーを弾いている大御所ナルシソ・

イエペス大先生のパラウのギター

協奏曲のレコードである（CD では

ない）。ギター協奏曲は、ロゴリー

ゴ、ビラ・ロボス、テデスコが有

名で、ほとんど知られていないが

結構いける。（続く） 
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ギターCDレター from yakateru(第 15号) 
14 号はすみません、柄にもなく、哲学的になってしまいました。そのおわびと

いうか、私らしく、卑近な話をしてバランスをとろうかと思います。この年になる
と、まあ、恥のこころはどこへやら、上がる話も、頭の話も書き放題、減っちゃらな
のだ、すごいだろう！！！！（と、最後は、開きなおる 4 歳の孫の真似です・・・）  

ミロシュは言いきった「ギターは女の子にモテたいためやっている」 

 



 

 

 

 

 

上が大萩康司氏の CD デザイン。下が、鈴木大介の CD デザイン。 


